
「平和都市宣言」の精神　　　　　　　　  　 「鎌倉市民憲章」の精神基本理念

将来都市像

将来目標

施策

こどもたちと紡ぐミライの鎌倉プロジェクト

自然・歴史・文化を
未来につなぐまち

多世代・多文化・多様な
絆がいきるまち

ひとの想いが尊重される
豊かで安全なまち

生涯にわたって誰もが安心して自分らしく暮らせるまち＝共生社会

基
本
計
画

基
本
構
想

古都としての風格を保ちながら、生きる喜びと新しい魅力を創造するまち

個々の力・地域の力を発揮する共創社会の実現

リーディング
プロジェクト

基本方針

ひとの共創
２-１  福祉
２-２  こども・若者
２-３  健康
２-４  教育
２-５  スポーツ・
　　　   レクリエーション

暮らしの共創 まちの共創

０-１  平和 ０-２  共生

１-１  防災 １-２  地球温暖化

計画推進体制

横断的施策

施策の前提

市民自治
５-１  コミュニティ
５-２  協働

市政基本運営
５-３  人事
５-４  広報
５-５  広聴

５-６  財務
５-７  行政経営

３-１  都市交流
３-２  芸術文化
３-３  防犯
３-４  廃棄物
３-５  生活環境
３-６  生態系
３-７  就労
３-８  農業

３-９  水産業
３-10  商工業
３-11  観光
３-12  交通安全
３-13  移動交通
３-14  消防
３-15  歴史

４-１  都市空間
４-２  道路
４-３  河川
４-４  緑地
４-５  風致景観
４-６  海浜
４-７  都市拠点

４-８  下水道
４-９  公園
４-10  住宅

５-８  ファシリティマネジメント
５-９  ICT

　基本構想の実現に向け、「個々の力・地域の力を発揮する共創社会の実現」という基本方針

のもと、市として取り組むべき施策を整理します。

　施策については、「施策の前提」「横断的施策」「ひとの共創」「暮らしの共創」「まちの共創」

及び「計画推進体制」の六つの柱に分け、それぞれの柱ごとに各施策を位置付けます。

施 策

 施策の体系
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　各施策を進めるに際しては、次の点を考慮しながら、施策の対象となる方々の目線

に立ち、当事者であることを意識した具体的な施策展開を図ります。

　昨今の社会情勢下では、当初想定していなかった事態が発生した場合においても臨

機応変な対応が求められることから、これまで以上にそれぞれの施策が相互に連携・

補完しあいながら、施策目標の実現を目指します。

　SDGsとは、平成27年（2015年）に国連サミットで採択された持続可能な開発目標

（Sustainable Development Goals）のことで、令和12年（2030年）を期限とする、先進国

を含む国際社会全体の17の開発目標とこれを実現するための169のターゲットのことです。

　本市は平成30年（2018年）６月にSDGs未来都市に選定されましたが、これは、まち

づくりの目標の実現に向け、社会・経済・環境の３側面をつなぐ統合的な取組が必要

であることから、様々なステークホルダーを巻き込むに当たり、「SDGs」を共通言語と

して、さらなる取組を推進しようとするものです。

　この考えは、「個々の力・地域の力を発揮する共創社会の実現」にも通ずるものであること

から、「鎌倉ミライ共創プラン2030」においても、施策とSDGsの関係を明らかにすることで、

SDGsの達成を目指すとともに、SDGsの視点から施策の構成内容の点検・立案を行います。

　  施策間の連携ア

　  施策とSDGsイ

 施策の展開
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